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新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

地
域
の
医
療
や
福
祉
を
自
分
た
ち
で
支
え
る
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
近
年
、
地
域
医
療
が
全
国

で
崩
壊
し
て
い
く
中
当
セ
ン

タ
ー
が
維
持
で
き
る
の
は
、

地
域
の
皆
様
を
始
め
、
南
伊

勢
町
、
関
係
医
療
機
関
、
福

祉
事
業
所
等
関
係
各
位
の
ご

理
解
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、

職
員
を
代
表
し
て
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
二
十
年

十
一
月
よ
り
「
有
床
診
療
所
十

五
床
と
医
療
機
関
併
設
型
小

規
模
介
護
療
養
型
老
人
保
健

施
設
二
十
九
床
」
に
施
設
転
換

し
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

 

当
初
地
域
住
民
の
皆
様
に
は

ご
不
安
を
与
え
ま
し
た
が
、

転
換
後
も
地
域
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

　
尚
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

「
新
築
移
転
」
も
町
と
前
向

新
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が

地
域
の
医
療
・
福
祉
・
健
康
の
拠
点

と
な
る
よ
う
に
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
が
有
床
診
療
所
と
小
規

模
老
健
の
形
態
に
変
更
し
て

か
ら
、
も
う
一
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
地
域
住
民
の
皆
様
に

は
い
ろ
い
ろ
と
ご
心
配
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
あ
た

た
か
い
目
で
見
守
り
応
援
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
百
年
に
一
度
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
の
大
不
況
の
中
、

国
政
に
お
い
て
は
政
権
交
代

と
い
う
大
き
な
転
換
が
現
実

の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
日

本
の
各
地
に
お
い
て
医
療
崩

壊
が
進
み
、
多
く
の
病
院
が

閉
院
や
縮
小
を
迫
ら
れ
て
い

る
状
況
は
ま
だ
続
い
て
い
ま

す
が
、
政
権
交
代
の
少
し
前

か
ら
地
域
医
療
の
現
実
を
取

り
上
げ
、
崩
壊
を
食
い
止
め

よ
う
と
い
う
声
が
大
き
く

な
っ
て
き
た
こ
と
に
希
望
を

持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
地

域
医
療
を
崩
壊
か
ら
救
う
た

め
に
は
、
そ
の
地
域
の
方
々

に
地
域
の
医
療
や
福
祉
は
自

分
た
ち
で
支
え
る
、
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
何
よ
り
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
幸
い
南
伊
勢
町
の
小
山
新

町
長
も
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
の
存
続
と
新
築
移
転

に
つ
い
て
は
理
解
を
示
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

は
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
の
新
築
移
転
と
医
療
・

福
祉
体
制
の
充
実
に
向
け
て
、

町
と
前
向
き
に
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係

各
位
の
皆
様
に
は
よ
り
一
層

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

地
域
に
必
要
な
医
療
・
保
健
・

福
祉
を
提
供
す
る
た
め
に
。

南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

と
し
て
。

一
年
間
を
振
り
返
り

新
築
移
転
と
医
療
・
福
祉

体
制
の
充
実
に
向
け
て
。

南島メディカルセンター
事務部長　芳尾 寿文

三重県厚生農業協同組合連合会常務理事　家城 幸弘

N A N T O U  M E D I C A L  N E W S

南島メディカルセンターは

地域の医療、福祉、健康の充実に貢献

します。

1.医療・福祉の施設（有床診療所、介

護老人保健施設）として包括的に地

域のニーズに対応します。

2.地域医療･福祉を守るため、広域にお

ける病院、診療所、福祉施設、行政

等との連携を行っていきます。

・全職員が皆様の窓口になり、家族の気持

ちで接します。

・皆様の言葉は最後までよく聞き、わかる

ように説明いたします。

・皆様の不安を取り除くように努めます。

・皆様のニーズに応えられるように職員は

常に研鑽いたします。

基本理念

基本方針

行動目標

みおのうた水脈の詩

き
に
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
地
域
住
民
の
皆

様
及
び
関
係
各
位
の
皆
様
の

ご
意
見
を
充
分
お
聞
き
し
、

「
新
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
」
が
こ
の
地
域
の
医
療
・

福
祉
・
健
康
の
拠
点
と
な
り
、

少
し
で
も
長
く
貢
献
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
に
皆
様
方

の
ご
理
解
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



　
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
き
よ

し
の
ず
ん
ど
こ
節
」
ダ
ン
ス
、

ピ
ア
ニ
カ
や
タ
ン
バ
リ
ン
な

ど
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の

演
奏
な
ど
、
1
時
間
ほ
ど
楽

し
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
患
者
さ
ん
た
ち
も

一
緒
に
歌
っ
た
り
、
い
つ
も

と
違
う
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
笑
顔
に

当
職
員
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

『
ク
リ
ス
マ
ス
会 

開
催
』

高額医療・高額介護合算療養費制度
高額医療・高額介護合算療養制度
とは、医療費の負担と介護費の両
方の負担があることによって、家
計の負担が重くなっている場合に、
その負担を軽減するため、平成20
年4月から設けられた制度です。

介
護
保
険   

ど
う
使
う
の
？

①
黒
豆
は
洗
っ
て
ザ
ル
に
あ

げ
る
。

②
鉄
鍋
（
無
い
場
合
は
錆
付

い
た
釘
を
ガ
ー
ゼ
に
包
ん

で
入
れ
る
）
に
、
水
5
カ
ッ

プ
を
入
れ
て
火
に
か
け
、

沸
騰
し
た
ら
Ａ
を
入
れ
て

火
を
止
め
る
。

③
Ａ
が
溶
け
た
ら
①
を
入
れ
、

5
〜
6
時
間
漬
け
て
お
く
。

④
落
と
し
蓋
を
し
て
中
火
に

か
け
、
煮
立
っ
た
ら
1/4
カ
ッ

プ
の
さ
し
水
を
す
る
。
そ

の
間
、
ア
ク
は
丁
寧
に
取

り
除
く
。

⑤
弱
火
で
5
〜
6
時
間
煮
て
、

そ
の
ま
ま
冷
ま
す
。

③④⑤

材料
2カップ
小さじ1/2
160～180ｇ
大さじ2

小さじ1～2

黒豆
　　重曹
　　砂糖
　　醤油
　　塩

A

Let’s Cooking

南島メディカルセンター

水脈の郷

三重県度会郡南伊勢町東宮86-1

Tel  :0596-72-0001 Fax :0596-72-2312

Tel  :0596-72-4000
Fax :0596-72-4001

南島メディカルセンター診療所

医療機関併設型 小規模老人保健施設

あじさい

訪問看護ステーション

居宅介護支援サービス
関
連
施
設

南島メディカルセンター 検 索 http://www.miekosei.or.jp/6_nah/

N A N T O U  M E D I C A L  N E W S

診療科目

内科1診

内科2診

整形外科

脳神経外科

眼科

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

専門外来
予約制

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前
のみ

月
伊藤

伊藤

式田

交替制
受付は
11時まで

火 水 木 金
伊藤

式田

伊藤

辻（予約制）

辻（予約制）
式田

清水

伊藤

伊藤

式田

清水

伊藤

　　

清水

清水

昨年は、新型インフルエンザの流行
やワクチン、薬不足で国民も医療機
関も戦々恐々の日々でした。また、
南島で12月に初雪が観測されたりと
記憶に残る年でした。まだまだ冬は
続きます。みなさん、お体にはくれ
ぐれも気をつけてください☆　  

大江・阿曽方面 大江・阿曽方面大江・阿曽方面棚橋･古和･神前方面

時間 地区名

棚橋･古和神前方面

時間 地区名
8:40 棚橋

（農協前）

8:45 新桑
（広場前）

8:50 棚橋
（憩いの森）

9:00 古和浦
（役場前）

9:10 方座浦
（漁協市場前）

9:15 村山
（農協前）

9:25 神前
（バス停前）

9:30 河内
（農協前）

9:40 センター
玄関

時間 地区名時間 地区名
8:40 大江

（農協大江支店前）

8:45 道方
（南ガソリンスタンド前）

8:50 阿曽浦
（バス停前）

9:00 阿曽浦
（合同ビル前）

9:10 慥柄
（バス停前）

9:15 センター
玄関

時間 地区名
8:40 棚橋

（農協前）

8:45 新桑
（広場前）

8:50 棚橋
（憩いの森）

9:00 古和浦
（役場前）

9:10 方座浦
（漁協市場前）

9:15 村山
（農協前）

9:25 神前
（バス停前）

9:30 河内
（農協前）

9:40 センター
玄関

8:35 道行竃
（スクールバス乗場）

8:45 大江
（農協大江支店前）

8:50 道方
（南ガソリンスタンド前）

9:00 阿曽浦
（バス停前）

9:05 阿曽浦
（合同ビル前）

9:15 慥柄
（バス停前）

9:20 センター
玄関

8:35 道行竃
（スクールバス乗場）

8:45 大江
（農協大江支店前）

8:50 道方
（南ガソリンスタンド前）

9:00 阿曽浦
（バス停前）

9:05 阿曽浦
（合同ビル前）

9:15 慥柄
（バス停前）

9:20 センター
玄関

11:00頃
12:00頃

１回目送り
２回目送り

11:00頃
12:00頃

１回目送り
２回目送り

11:00頃
12:00頃

１回目送り
２回目送り

11:00頃
12:00頃

１回目送り
２回目送り

11:00頃
12:00頃

１回目送り
２回目送り

（受付は10:15まで）

診療担当医・バス運行表のご案内

診療時間 午前8:30～11:30 　午後13:00～15:00

休診日 土日、祝日、年末年始

作
り
方

＊詳細は、町役場 住民課（南勢庁舎）までお尋ねください。

世帯内の同一の医療保険（健康保険や国民健康保険、長寿医療制度など）の
加入者の方について、1年間（毎年8月1日～翌年7月31日）に「医療保険」と「介
護保険」の両方に自己負担があり、その自己負担の合計が「高額医療・高額介
護合算療養費制度」の自己負担限度額を超えた場合、申請によって、その超え
た分が支給されます。初年度分の高額医療・高額介護合算療養費制度の申請
受付は、平成21年8月1日からであり、申請期間は申請開始日から2年以内となっ
ております。尚、対象になる方には10月以降に町役場より通知があります。

黒豆煮 ～健康や
　　長寿を願う～黒豆煮 ～健康や

レシピレシピ
冬の味覚冬の味覚冬の味覚季
節の食材で

黒
豆
の
パ
ワ
ー

黒
豆
は
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
群
が
多
く
、
畑
の
肉

と
呼
ば
れ
る
の
に
相
応
し
く

栄
養
価
の
高
い
食
品
で
す
。

体
内
で
脂
質
の
酸
化
を
抑
制

し
、
血
栓
や
動
脈
硬
化
の
予

防
効
果
が
あ
る
サ
ポ
ニ
ン

や
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
よ
く

似
た
働
き
を
す
る
イ
ソ
フ
ラ

ボ
ン
を
多
く
含
ん
で
い
る
点

で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆市販品のおせち料理は、塩や
砂糖の使用量が多くなってい
ます。できるだけ、手作りにし
ましょう。
☆ご飯100ｇ（小さい茶碗1杯）
＝餅70ｇです。餅は計量し切
り分けておくと、食べ過ぎ防
止になります。

▼お正月の食生活のポイント

編集後記

去
る
12
月
17
日
に
当
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

手
作
り
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
心
も
あ
た
た
か
。

※救急は平日8:30～午後5:00、内科救急は金曜夜～土曜夜間あり


